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特集　国指定から 10 年

　  史跡  鳥
との

海
みの

柵
さく

跡
あと

11 世紀、奥
おく

六
ろく

郡
ぐん

を支配した豪族・安
あ

倍
べ

氏が築いた拠点の 1 つ「鳥海柵」は、
“国指定史跡・鳥海柵跡”となり、ことしで 10 周年を迎えます。

平成 25 年 10 月 17 日の国指定以降も発掘調査が行われ、
少しずつその構造や性格が明るみになってきました。

今回は、世界遺産となった奥州藤原氏の平泉文化へとつづく貴重な前史として
注目されている、金ケ崎町が誇る大切な文化遺産・鳥海柵跡を紹介します。
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1史跡内に設置した国指定を示す標柱　2上空から望む鳥海柵跡　3令和 2 年度発掘調査で確認された大規模な堀
ほり

跡
あと

4平成 22 年度に出土した香
こう

炉
ろ

蓋
ふた

、唾
だ

壺
こ

、墨
ぼく

書
しょ

土
ど

器
き

・五
ご

保
ほ

【町指定文化財】

■
「
鳥
海
柵
」
と
は

　
鳥と
の
み
の
さ
く

海
柵
は
、
11
世
紀
前
期
か
ら
中
期

に
奥お
く

六ろ
く

郡ぐ
ん

（
一
関
市
か
ら
盛
岡
市
に
か

け
て
の
地
域
）
を
治
め
た
豪
族
・
安あ

倍べ

氏
が
築
い
た
12
柵
の
一
つ
で
す
。
柵
と

は
、
一
般
的
に
防
御
の
た
め
の
と
り
で

や
城
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、現
在
、

安
倍
氏
12
柵
の
中
で
唯
一
場
所
が
特
定

さ
れ
て
い
る
の
が
鳥
海
柵
跡
で
す
。

　

前
九
年
合
戦
（
１
０
５
１
‐
６
２

年
）
を
記
録
し
た
「
陸む

奥つ

話わ

記き

」
に
は
、

当
主
・
安あ

倍べ
の

頼よ
り

良よ
し

（
後
「
頼よ
り

時と
き

」
と
改

名
）
が
厨
川
柵
（
盛
岡
市
）
で
負
傷
し

た
際
、
わ
ざ
わ
ざ
鳥
海
柵
に
戻
り
亡
く

な
っ
た
こ
と
、陸む
つ
の
か
み

奥
守
兼
鎮ち
ん
守じ
ゅ
府ふ

将
軍・

源み
な
も
と
の
よ
り
よ
し

頼
義
が
、
出で

羽わ

国
豪
族
・
清き
よ
原は
ら
氏

の
加
勢
に
よ
り
鳥
海
柵
跡
に
入
っ
た

際
、「
な
か
な
か
入
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
鳥
海
柵
に
や
っ
と
入
る
こ
と
が

出
来
た
」
と
感
動
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
お
り
、
鳥
海
柵
は
安
倍
氏
の
重
要
拠

点
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
鳥
海
柵
跡
の
位
置
と
構
造

　
鳥
海
柵
跡
は
、
金
ケ
崎
町
西
根
縦
街

道
南
、
原
添
下
、
鳥
海
、
二
ノ
宮
後
に

所
在
し
、
Ｊ
Ｒ
金
ケ
崎
駅
か
ら
南
西
へ

約
１・
５
ｋ
ｍ
に
位
置
し
ま
す
。
本
史

跡
は
、
夏
油
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

六
原
扇
状
地(

金
ケ
崎
段
丘)

の
南
端

に
立
地
し
、
史
跡
の
東
側
に
北
上
川
、

南
側
に
は
胆
沢
川
が
流
れ
、
胆
沢
川
を

挟
ん
だ
南
東
約
２
ｋ
ｍ
に
は
坂
上
田
村

■鳥海柵の位置

麻
呂
が
築
城
し
た
鎮
守
府･

胆
沢

城
跡
が
あ
り
ま
す
。

　

鳥
海
柵
跡
は
三
つ
の
自
然
の
沢

で
で
き
た
谷
に
よ
っ
て
四
つ
の
台

地
に
分
割
さ
れ
て
い
ま
す
。
沢
は

南
か
ら
第
一
沢
、第
二
沢
、第
三
沢
、

台
地
は
二
ノ
宮
後
区
域
、
鳥
海
区

域
、
原
添
下
区
域
、
縦
街
道
南
区

域
と
呼
称
し
て
い
ま
す
。

　

川
や
沢
（
谷
）、
段
丘
崖
な
ど
の
自

然
地
形
を
巧
み
に
利
用
し
、
11
世
紀
中

頃
に
は
人
工
の
堀
や
柵
列
な
ど
の
工
作

物
で
囲
ま
れ
た
敷
地
に
大
型
の
建
物
跡

や
櫓
や
ぐ
ら
状
の
建
物
跡
な
ど
を
複
数
配
し
た

防
御
性
の
あ
る
軍
事
的
な
拠
点
と
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
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